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[はじめに]  

 現在、高校の理科の履修状況は学校や科目によって大きく異なっている。多くの場合「化学」、「生物」分野の履

修が８～９割、「物理」分野の履修が５割、「地学」分野の履修が２割となっている。さらに、その多くが基礎の科目

である。ところで履修している生徒の内、理科を「好き」と回答した割合は高い教化に「生物」70.2％、「化学」47.1％

「物理」44.9％である。［１］このことから「好き」の割合が 5 割を下回る化学と物理の分野において理科離れは進ん

でいると推定される。 さらに、化学と物理を比較すると物理は履修者が圧倒的に少ない為、生徒が興味関心をも

てる、物理の教材が必要である。物理の見出に着目すると音や電磁気学の分野の章では雷を挿絵にしている場

合が多い。しかしながら雷の光や音を解説している教科書はほとんどない[2][3][4]。そこで教室で放電現象の実

験を通して生徒の興味関心をひきつけるテスラコイルで音や光、電磁気学など様々な分野に可能性を持つ教材を

開発することを目的とした。 

[教材の詳細] 

 Fig,1 に音楽を再生できるテスラコイルを用いたスピーカーにオシ

ロスコープ、オシレーター、マイクを組み合わせた回路を作成し、放

電の様子を（SHODENSHA 社 固定焦点レンズ MO801-MP2）デジ

タルハイスピードカメラで撮影した。オシレーターの周波数を 500Hz

から 1.2kHz の間で変化させ、動画撮影を行い、各周波数の放電

の様子から放電の周波数を測定した。  

[結果]                          

 音の周波数の測定から音とオシレーターの周波数は一致してい

た。Fig,2 に放電周波数と設定周波数の関係。この図より、放電の

周波数とオシレーターの周波数には違いのあることが分かった。詳

細については当日発表する。 
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Fig,1 circuit diagram 

Fig,2 Relationship  between configuration 

frequency and electric discharge frequency 
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